生活指導基本方針

○○○○立○○小学校

基本的な考え方

生活指導は、一人一人の児童の人格を尊重し、個性を生かしながら、社会的資質や行動力を高めるように指導、援助することである。言い換えれば、すべての児童の人格の望ましい発達をめざすとともに、学校生活がすべての児童にとって有意義で興味深く、そして充実したものになることを目指すものである。人間としての生き方の根本にかかわる内容ととらえることが大切である。

指導の重点
1． 自分、そして他人の命と人権を守る児童の育成を図る。

2． 基本的な生活習慣の育成を図り、規律ある生活ができるようにする。

3． 集団の中で社会性を培い、協力しあい楽しく豊かな生活ができるようにする。

4． 児童の一面だけを見るのではなく、多面的に見るように心がける。

5． 家庭、地域との連携を密に図る。

指導組織
· 登校指導、地区班編成、一斉下校、校外見回り、地区保護者会

· 生活目標、校内のきまり、校内生活全般

· 避難訓練、交通安全教室、引き渡し訓練

· 研修、児童資料、就学時検診

· 清掃指導、清掃用具の取り替え
校内生活指導
1． 生活目標を立てる。

2． 具体的目標を指導する。

3． 日直が、下校、残留児童の確認をする

校外生活指導

1． 地区集会を行う。

2． 一斉下校の計画をする。

3． 地区保護者会の計画をする。

安全指導
1． 避難訓練を毎月実施する。

2． 交通安全教室は、重点を考え行う。

生活指導全体会
1． 年間の回数を決めて実施する。

2． 児童理解のための研究を深める機会とする。

3． 問題を抱えた児童の指導は、担任を中心にし、全職員で対応する。

4． 講師を交えた研修を図る。

一人一人の児童を「かけがえのない人間」として尊重し、あたたかな心で存在を認める。
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